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●給与上手くんα・給与上手くんαクラウド Version 12.501 
 
 
 
 

 確定保険料基礎賃⾦集計表の様式変更 

 「令和 3 年度 確定保険料・⼀般拠出⾦算定基礎賃⾦集計表／令和 4 年度 概算保険料（雇⽤保険
分）算定内訳」に様式が変更となりました。 
・帳票名が変更されました。 

      ・帳票下部に雇⽤保険分の概算保険料の算定内訳欄が追加されました。 
 
 ⽉額変更届、賞与⽀払届の様式変更 

 事業所整理記号欄に枠線が追加されました。 
      ※令和 4 年分算定基礎届については、法改正、様式変更等はありません。 
 
 その他の改良、修正を⾏いました。 
 
※詳細は、次ページからの“給与処理ｄｂ【給与計算】（VERSION:12.501）の変更点”を参照してください。 

 

当プログラムは、マイクロソフト社のサポート対応終了に伴い、Windows XP・Vista・7 搭載機へのインストールは
不可となっています。 



２ 

給与処理ｄｂ【給与計算】（VERSION:12.501）の変更点 

改 正 内 容 
 

Ⅰ．概 要 
 

１）確定保険料基礎賃⾦集計表の様式変更 
①「令和 3 年度 確定保険料・⼀般拠出⾦算定基礎賃⾦集計表／令和 4 年度 概算保険料（雇⽤保険分） 

算定内訳」に様式が変更となりました。 
・帳票名が変更されました。 
・帳票下部に雇⽤保険分の概算保険料の算定内訳欄が追加されました。 

 
２）⽉額変更届、賞与⽀払届の様式変更 

    ・事業所整理記号欄に枠線が追加されました。 
     ≪⽉額変更届≫               ≪賞与支払届≫ 

※令和 4 年分算定基礎届については、法改正、様式変更等はありません。 
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改 正 対 応 
 
 ■⼊⼒画⾯等を開くと、改正内容等を表⽰します。変更内容を確認の上、“はい”で処理を進めてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
Ⅰ．給与・賞与／算定・⽉変 
 

１）算定基礎届・⽉額変更届 
  ①出⼒において⽉額変更届、賞与支払届の事業所整理記号欄に桁どり線を追加しました。 

≪⽉額変更届≫                ≪賞与支払届≫ 
 
 
 
 
 
Ⅱ．給与・賞与／労働保険 
 

１）確定保険料算定基礎賃⾦集計表 
①雇⽤保険の概算保険料を算出し、算定基礎賃⾦集計表に表⽰、出⼒するよう対応しました。 

（令和 3 年度分のみの対応となります。） 
 

≪⼊⼒画面≫ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ※次頁で詳細説明。 

※既存マスターの場合、マスターの 
バージョンアップが⾏われます。 



４ 

 
  

   
 
   
 
 
 
 

 
    ※保険料率は集計表の業務内で下の表の数字を持っています。導⼊・登録のテーブルは参照しません。 

 
 
 
 
 
 
 

≪出⼒≫ 
    ・帳票下部に概算保険料の枠を設けました。 
     ※厚⽣労働省 HP に掲載の様式と異なりますが、提出の必要がない帳票のため問題ありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業の種類 令和 4 年 4 ⽉ 1 日 
 〜令和４年 9 ⽉ 30 日 

令和 4 年 10 ⽉ 1 日 
 〜令和 5 年 3 ⽉ 31 日 

⼀般の事業 9.5/1000 13.5/1000 
農林⽔産・清酒製造の事業 11.5/1000 15.5/1000 
建設の事業 12.5/1000 16.5/1000 

保険料率は、会社設定の雇⽤保険区分に設定されている 
区分の保険料率を使⽤します。部署単位で集計している
場合は、該当部署の雇⽤保険区分の率を使⽤します。 

「保険料算定基礎額」は、令和 3
年度の賃⾦総額の 2 分の 1 ずつを
初期値として設定します。 
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 改 良 内 容 
 

Ⅰ．登録・導⼊／新規会社登録・修正・削除 
 

１）会社登録 
  ①「F8 会社削除」で、年度の選択が可能となりました。 

・当年のみ削除や、年度を選択しての削除ができなかったため、削除したい年度の選択ができるよう 
改良しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―補足説明― 
「雇⽤保険法等の⼀部を改正する法律（令和 4 年 3 ⽉ 30 日）」より、令和 4 年度は 4〜9 ⽉、 
10〜3 ⽉で雇⽤保険料が変わるため、令和 3 年分算定基礎賃⾦集計表において雇⽤保険概算保険
料を算出できるよう改定されました。 
当プログラムでは労働保険料申告書の作成はできませんが、算定基礎賃⾦集計表で算出した概算保
険料を申告書の該当欄に記⼊いただくことで、事務作業をスムーズに進めていただけます。 

申告書の 
概算保険料欄 
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Ⅱ．給与・賞与／給与・賞与 
 

１）社員⼀覧⼊⼒、項目⼀覧⼊⼒ 
  ①社員⼀覧⼊⼒、項目⼀覧⼊⼒画⾯の列数（横の項目数）を拡張しました。 
 ・最大 10 項目まで項目数を変更可能とし、任意の項目数を設定できるよう改良しました。 

（Windows のログオンユーザー単位で設定を保存します。） 
≪設定の手順≫ 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
    社員⼀覧⼊⼒の「個人コード、社員氏名」、項目⼀覧⼊⼒の「項目名称」の表⽰サイズは変更できま 

せん。 
※ウインドウのサイズにより、列数を増やすと最大桁の⼊⼒ができない、百万の位以上の表⽰ができな 

いといった現象が⽣じることがあります。その際は列数を減らして調整してください。 
 
  ②社員⼀覧⼊⼒の最下⾏に、各項目の合計欄を設置しました。 

（出⼒と同様、単価関係項目は合計表⽰しません。） 
 
 
 
 
Ⅲ．給与・賞与／算定基礎届・⽉額変更届 
 

１）提出帳票 
①算定基礎届の⑥従前改定⽉の元号（R,H 等）を出⼒するようにしました。 

 
       
 
 
 
 
 
※⽉額変更届の記⼊例には元号がないため、対応していません。 

 
 

1.メニューバーのオプション内に新設した「⼀覧⼊⼒の 
列数(I)」を押下。 

2.「⼀覧⼊⼒の列数」ダイアログが出ます。 
 各々任意の項目数を選択し、OK を押下。 
  社員⼀覧⼊⼒︓4〜10 列 
  項目⼀覧⼊⼒︓5〜10 列 

3.下図は「社員⼀覧⼊⼒」を 10 列にしたときの画⾯表⽰です。 
 ⼊⼒できる列が増えたことで、スクロール回数を減らし効率 

的に作業できるようになりました。 



７ 

Ⅳ．通信・移動／給与抽出処理 
 

１）給与マスター抽出処理 
  ①受信⼀覧に過年度の年度を表⽰する枠を新設しました。 

②受信⼀覧の会社名を全角 20 文字分表⽰するようしました。（従前は 15 文字） 
 
 
 
 
 

 修 正 内 容 
 

Ⅰ．登録・導⼊／新規会社登録・修正・削除 
 

１）社員登録 
  ①部署コードが「0」で始まる部署に所属する社員について、メールアドレス⼀覧から CSV 出⼒して情報 

を⼊⼒しても CSV 取込ができないケースがあったのを修正しました。 
・部署が 2 階層以上、かつ、「0」で始まる部署コードの場合に CSV 出⼒すると、頭の「0」が削除 

されてしまっていたため。部署「0」の取込判定ができるよう修正しました。 
（例）1 階層目︓０、2 階層目︓1 のケース 

 

 
 

②前年マスターで⼀度退職して翌⽉以後に再度在職者に戻した社員について、翌年更新後に再び新規退職 
者に区分を変更後に、他の社員を選択すると、下記メッセージが誤って表⽰されていたのを修正しまし 
た。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部署コード「01」が、CSV 出⼒で「1」に 
変わってしまったため、取込時にエラーと 
なっていました。 
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Ⅱ．登録・導⼊／会社・社員情報リスト 
 

１）社員情報リスト 
①正しい退職年⽉日が表⽰されなくなっていたのを修正しました。 

・前年マスターで、退職年⽉日を⼊⼒したことのある社員（⼀度退職して翌⽉以後に再度在職者に戻 
 したケース、継続雇⽤のケース）について、翌年更新後に再び退職者にすると、前年で⼊⼒した退 

職年⽉日（未⼊⼒の場合は空欄）が出⼒されていました。 
     Ex.）令和 3 年 5 ⽉ 31 日に⼀度退職し、7/1 再就職、令和 4 年 1 ⽉ 31 日に再度退職した社員 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ．給与・賞与／給与・賞与 
 

１）Ins 源泉徴収票 
  ①翌年更新時に「当⽉退職者を翌年に既退職者として残す」を「する」として更新した既退職者について、 

Ins 源泉徴収票画⾯の退職年⽉日が表⽰されなかったのを修正しました。 
 
 
Ⅳ．給与・賞与／出⼒処理 
 

１）⽀払帳票（明細書等）／明細書出⼒ 
①年調時の⼀人分明細書の表題下部分に出⼒できる退職年⽉日について、正しい退職年⽉日で表⽰さ 

れなくなっていたのを修正しました。 
・前年マスターで、退職年⽉日を⼊⼒したことのある社員（⼀度退職して翌⽉以後に再度在職者に戻 
 したケース、継続雇⽤のケース）について、翌年更新後に再び退職者にすると、前年で⼊⼒した退 

職年⽉日（未⼊⼒の場合は空欄）が出⼒されていました。 
 

２）賃⾦帳票／給与台帳兼賃⾦台帳 
①「F6 項目設定」で設定したものと異なるものが出⼒される場合があったのを修正しました。 

≪現象が起きた手順≫ 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設定タブで、“項目設定出⼒を使⽤する”、“⾦額がない
項目を詰める”にチェック。 

令和4年1⽉31日ではなく、
前年に退職年⽉日が出てい
ました。 

勤怠タブでチェックがついている項目について、勤怠集計タブで「集計項目
を使う」にチェックをして選択。 
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３）賃⾦帳票／⽉別給与⼀覧表 
①「部署別合計表」で“部署の階層ごとに合計を出⼒”にチェックを⼊れると、回数関係の項目が部署ごと 

に集計されず、総合計にしか表⽰されていなかったのを修正しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ．給与・賞与／算定基礎届・⽉額変更届 
 

１）健康保険厚⽣年⾦保険料変更通知書 
  ①会社設定は当⽉支給、個別に⼿⼊⼒にて翌⽉支払いに  

しているとき、最終給与⽉で⽉変となった場合の保険 
料変更通知書欄外の徴収⽉表⽰が間違っていたのを 
修正しました。 

  
 
 
 
Ⅵ．通信・移動／顧問先（会計事務所）へマスター＆データ送信・移動 
 

１）メール送信 
  ①「メール送信」で送信ボタンを押すと、環境によって下のようなエラーメッセージが表⽰されていたの 

を修正しました。 
   ※64 ビット版の Outlook を使⽤している場合に現象が発⽣していたのを確認しています。 

   
 以上 

赤枠内の数字が空欄になっていました。 

勤怠集計項目（上図では「その他時間外合計」）について、勤怠タブで出⼒
のチェックを外す。 

勤怠集計で選択した項目に給与・賞与業務で数字を⼊⼒すると、出⼒のチェ
ックがないにも関わらず出⼒されていました。 


